
令和２年度のアンケート調査結果について

参考資料
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①乗務員アンケート調査がマナー向上のきっかけになっている。

②乗務員自身がルールを知ることが大事になっている。

③乗務員が他の乗務員のマナー違反に厳しい目を持ったり，困ったりしている。

④乗務員個人だけでなく，会社にも目が向けられている。

・ マナ―向上の取組は継続的に行っていくことが重要。

・ルールを知らない，マナーを守っていない乗務員に対して，

個人だけでなく，関係団体（所属する企業）からの働きかけが必要。

・乗務員マナーの向上には，利用者の意識が大きく影響している。

・引き続き，利用者への取組の継続が必要。

ま と め

乗務員アンケート調査の結果
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<年齢>

• 回答者の約３割が「60歳代」と「70歳以上」であり，合わせて約６割の乗務員が60歳

以上となっている。

乗務員アンケート調査の結果

年齢と乗務歴

20歳代

2.5% 30歳代

3.2%

40歳代

10.6%

50歳代

22.5%

60歳代

34.9%

70歳以上

25.3%

不明・無回答

0.9%

n = 2,877

-2.4％

60.2％62.6％

R1 R2

設問①－１ あなたの年齢は？



3

<経年変化>

• 年々「20歳代～50歳代」が微増傾向にあるが，コロナ禍において，高齢ドライバー

の離職が進んだことが影響していると考えられる。

回答者数

3,138

3,440

3,025

3,652

2,877

0.6 

0.8 

1.7 

1.9 

2.5 

1.9 

1.9 

2.4 

3.3 

3.2 

8.5 

9.2 

9.6 

9.4 

10.6 

18.9 

20.4 

21.4 

20.5 

22.5 

46.6 

39.9 

39.2 

35.5 

34.9 

17.4 

20.8 

23.6 

27.1 

25.3 

6.1 

7.0 

2.3 

2.2 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明・無回答



4

<京都市での乗務員歴>

• タクシー乗務員歴が「１０年以上」の乗務員の割合が約７割

• 「京都市で１０年以上活動している」乗務員の割合が約６割

設問①－２ あなたのタクシー乗務員歴は何年ですか？
また，そのうち京都市域での活動は何年ですか？

<タクシー乗務員歴>

1年未満

1.0%

1～5年未満

12.2%

5～10年未満

16.9%

10～20年未満

33.1%

20～30年未満

18.5%

30年以上

13.9%

不明・無回答

4.3%

n = 2,877

+0.5％

65.5％65.0％

R1 R2

1年未満

2.2%

1～5年未満

12.2%

5～10年未満

15.6%

10～20年未満

31.9%

20～30年未満

17.8%

30年以上

13.0%

不明・無回答

7.3%

n = 2,877

+1.4％

62.7％61.3％

R1 R2



回答者数

2,877

3,138

3,440

3,025

3,652

2.5 

3.0 

1.9 

2.2 

2.2 

11.8 

10.0 

11.0 

10.5 

12.2 

16.4 

16.3 

17.6 

15.8 

15.6 

28.6 

29.5 

31.6 

29.7 

31.9 

17.8 

15.1 

15.1 

17.1 

17.8 

15.4 

16.2 

13.9 

14.5 

13.0 

7.5 

9.9 

9.0 

10.4 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

1年未満 1～5年未満 5～10年未満 10～20年未満

20～30年未満 30年以上 不明・無回答
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<経年変化（京都市での乗務員歴）>

<経年変化（タクシー乗務員歴）>

回答者数

2,877

3,138

3,440

3,025

3,652

2.0 

1.7 

1.3 

2.0 

1.0 

11.9 

9.7 

10.8 

10.8 

12.2 

16.4 

16.8 

18.7 

16.7 

16.9 

28.9 

30.3 

32.6 

31.1 

33.1 

18.1 

16.7 

16.2 

18.2 

18.5 

16.3 

17.5 

14.6 

15.7 

13.9 

6.3 

7.4 

5.8 

5.5 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

1年未満 1～5年未満 5～10年未満 10～20年未満

20～30年未満 30年以上 不明・無回答

• 過去５年間において，特筆すべき変化は見られない。



マナーの向上を

意識する重要な

きっかけに

なった

30.7%

マナーの向上を

意識するきっか

けになった

40.7%

特に何も感じて

いない
14.7%

不明・無

回答
13.9%

n = 2,137

昨年度回答した方のみ

回答した

74.3%

回答していない

22.5%

不明・無回答

3.2%

n = 2,877

6

設問①－３ 昨年度（令和２年１月）に実施した同様のアンケートにご回答いただきましたか？

<令和元年度アンケートの回答割合> <令和２年度回答者のマナー向上意識>

アンケートによるマナー向上意識への影響

• 昨年度（令和元年度）のアンケート回答者のうち，アンケートが「マナーの向上を意識す

るきっかけになった」とする乗務員が約７割を占めた。

+0.1％

71.4％71.3％

R1 R2

令和元年度
回答した乗務員



2,137

2,535

2,275

2,319

2,725

昨年度回答
した方のみ

マナーの向上を意識するきっかけになった

マナーの向上を意識するきっかけにならなかった

不明・無回答

25.1 

22.1 

78.3 

29.8 

30.7 

39.8 

38.2 

41.5 

40.7 

18.0 

17.2 

10.5 

17.0 

14.7 

17.1 

22.6 

11.2 

11.7 

13.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

マナーの向上を意識する上で重要なきっかけになった

マナーの向上を意識する上で少なからずきっかけになった

特に何も感じていない

不明・無回答

平成26年度～平成29年度，令和元年度～令和２年度 平成30年度

※参考値
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<経年変化（令和元年度回答した乗務員のみ）>

• 平成３０年度の回答で約８割まで増加したものの，令和元年度では約７％減少し，令

和２年度も同程度の割合となった（ただし，平成３０年度は選択肢が異なるため参考値
とする。）。

令和元年度
回答した乗務員
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設問②－１ タクシー乗り場以外で客待ちを行うことはありますか？

• 「タクシー乗り場以外での客待ち」をしない乗務員は約６割であり，令和元年度と比べ

ると約７％増加している。

「タクシー乗り場以外での客待ち」割合

なし

57.3%

１割未満

1.2%

１～３割未満

22.2%

３～５割未満

4.1%

５～７割未満

2.6%

７割以上

3.2%

不明・無回答

9.5%

n = 2,877

+7.2％

57.3％50.1％

R1 R2

<令和２年度>
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<経年変化>

• 「タクシー乗り場以外での客待ち」をしない乗務員の割合は，過年度はおおむね５

割程度であったが，令和２年度では約６割となり，平成２８年度以降で最も高くなっ
た。

回答者数

2,877

3,652

3,138

3,440

3,02553.8 

49.2 

53.6 

50.1 

57.3 

1.9 

2.6 

1.7 

1.3 

1.2 

21.0 

23.3 

20.5 

22.1 

22.2 

4.8 

6.1 

5.6 

4.9 

4.1 

2.6 

4.4 

2.9 

3.4 

2.6 

3.1 

4.4 

3.1 

3.6 

3.2 

12.8 

10.0 

12.6 

14.5 

9.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

なし １割未満 １～３割未満 ３～５割未満

５～７割未満 ７割以上 不明・無回答



もちろん

知っている
88.6%

一応，

知っている
11.1%

知らない

0.3%

n = 648
昨年度回答していない方
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設問②－２ 交差点内やバス停前での乗降やタクシー乗り場以外での客待ちは，道路交通法上「違法」で
あることはご存知でしたか？

• 違法な客待ちについて，ほとんどの乗務員が認識し

ている。

• 令和元年度に「回答した乗務員」と「回答していない

乗務員」を比べると，「回答した乗務員」の方が道路

交通法を認識している割合が高い（１．２％の差）

道路交通法の認識

<令和元年度に回答した乗務員>

<令和２年度>

もちろん

知っている
88.6%

一応，

知っている
10.1%

知らない

0.2%

不明・無回答

1.0%

n = 2,877

+1.4％

98.7％97.3％

R1 R2

もちろん

知っている
89.8%

一応，

知っている
9.6%

知らない

0.2%

不明・無回答

0.4%

n = 2,137

昨年度回答した方

<令和元年度に回答していない乗務員>

令和元年度
回答した乗務員

令和元年度
回答していない乗務員
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<経年変化>

• 道路交通法の認識については，年々「もちろん知っている」「一応，知って

いる」と回答する乗務員が増加している。

回答者数

3,025

3,440

3,138

3,652

2,877

83.6 

79.8 

86.0 

84.9 

88.6 

14.5 

16.7 

11.1 

12.4 

10.1 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.2 

1.3 

2.9 

2.5 

2.3 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

もちろん知っている 一応，知っている 知らない 不明・無回答
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• 他者のマナー違反に対しては，約９割が「やめるべき」，「減らすべき」としている。

• 「違法なので，やめるべき」と回答した乗務員の割合は年々増加しており，平成２８年
度の本設問の調査開始以降，最高の値となった。

設問②－３ 他の乗務員が「交差点内やバス停前での乗降」「タクシー乗り場以外での客待ち」を行っている
のを見て，どのように感じますか？

他の乗務員のマナーについて

12

<令和２年度>

n = 3,652

違法なので，

やめるべき
64.2%

できる限り

減らすべき
29.1%

やむを得ない

4.5%

その他

1.1%

不明・無回答

1.0%

n = 2,877

+2.9％

93.3％90.4％

R1 R2

回答者数

3,652

3,024

3,440

3,138

2,877

48.6 

49.7 

60.5 

61.1 

64.2 

35.3 

36.3 

29.0 

29.3 

29.1 

9.7 

7.3 

6.7 

6.1 

4.5 

2.8 

1.4 

1.2 

1.1 

1.1 

3.6 

5.3 

2.5 

2.4 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

違法なので，やめるべき できる限り減らすべき やむを得ない

その他 不明・無回答

<経年変化>



<他の乗務員がマナーを遵守しないことを「やむを得ない」と回答した理由>

13

（自由記述）

19

16

14

12

9

6

2

1

18

0 5 10 15 20 25 30

利用者の都合

売上のため

高齢者や体が不自由な人のため

利用者がいない

他に乗降する場所がない（乗降はやむを得ない）

タクシー乗り場が少ない

取締りがないから

トラブル防止

その他

（件）

n = 93複数回答



そう思う

75.2%

ややそう思う

17.3%

あまり思わない

2.8%

思わない

0.9%

不明・無回答

3.8%

n = 2,137

乗客アンケートの結果を

踏まえ，マナーの向上に
努めようと思う

昨年度回答した方
そう思う

75.2%

ややそう思う

16.7%

あまり思わない

2.8%

思わない

0.8%

不明・無回答

4.5%

n = 2,877

乗客アンケートの結果を

踏まえ，マナーの向上に
努めようと思う
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設問③－１ 乗客アンケート調査の結果によると，多くの方が「今後，交差点でタクシーの乗り降りをしないよう
にしよう」「今後，タクシー乗り場以外の場所で客待ちをしているタクシーは使わないようにしよう」
と考えています。 ご覧になられて，あなたもマナー向上に努めようと思いますか？
（参考） 平成３０年度利用者アンケートの結果：交差点内の乗降等をしないようにしようと思う人が約９割

違法な客待ちタクシーの利用をしないようにしようと思う人が約９割

マナー向上への意識

<令和元年度に回答した乗務員>

<令和元年度に回答していない乗務員>

<令和２年度>

+1.7％

91.9％90.2％

R1 R2

そう思う

79.0%

ややそう

思う
14.5%

あまり思わない

2.9%

思わない

0.5%

不明・無回答

3.1%

n = 648

乗客アンケートの結果を

踏まえ，マナーの向上に
努めようと思う

昨年度回答していない方

• 利用者アンケートの結果を見て，マナー向上に努めようと

思う乗務員が約９割となっている。

• 令和元年度に「回答した乗務員」と「回答していない乗務

員」を比べても，「回答していない乗務員」のマナー向上に

努めようと思う割合も９割を超えており，前向きな意見が多
い。

令和元年度
回答した乗務員

令和元年度回答
していない乗務員



回答者数

3,025

3,440

3,138

3,652

2,877

61.5 

67.7 

71.5 

72.6 

75.2 

18.4 

18.6 

16.8 

17.6 

16.7 

4.4 

3.6 

3.5 

2.9 

2.8 

1.6 

1.6 

1.5 

1.2 

0.8 

14.1 

8.5 

6.7 

5.8 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない 不明・無回答
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• 過年度と比べると，前向きな回答（「そう思う」「ややそう思う」）が増加傾向となって

おり，過去最高の値となっている。

<経年変化>



知らなかった

10.1%

知っている

88.7%

不明・無回答

1.1%

n = 1,262

四条通で活動する方のみ

ほとんど毎日

28.3%

週に２，３回

11.1%

週に１回程度

4.4%

ほとんどしない

54.8%

不明・無回答

1.3%

n = 2,877
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<四条通での活動頻度> <四条通の駐停車に関するルールの認知度>

• 四条通で活動する乗務員の約９割が，四条通の駐

停車に関するルールを認識。

設問④－１ 普段，四条通（烏丸通～川端通間）で，
どれくらい営業活動（客待ちや流し）を
していますか？

設問④－２ 現在，四条通では，客待ちはタクシー乗
り場で，乗客の乗降は沿道アクセススペ
ースを利用するようお願いしています。
利用ルールは知っていましたか？

四条通での活動状況とルールの認知状況

-2.7％

43.8％46.5％

R1 R2

43.8％

うち，四条通で活動する乗務員



なし

68.6%

３０分未満

8.5%

１時間未満

5.5%

２時間未満

2.9%

３時間未満

1.0%

３時間以上

1.1%

不明・無

回答
12.4%

n = 1,262

四条通で活動する方のみ

なし

68.6%１割未満

1.3%

１～３割未満

14.6%

３～５割未満

2.3%

５～７割未満

1.0%

７割以上

1.0%

不明・無回答

11.3%

n = 1,262

四条通で活動する方のみ
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設問④－３ タクシー乗り場以外で客待ちすることはどれくらいありますか？
１日の四条通での客待ち時間のうち， 割程度，タクシー乗り場以外で客待ちをしている。
時間にすると， 分／日程度，利用している。

<タクシー乗り場以外での客待ちの割合>

• 約７割が「タクシー乗り場以外での客待ち」をしないと回答

• 「タクシー乗り場以外での客待ち」をする乗務員は，１日あたり「３０分未満」が最も
多く約１割

<タクシー乗り場以外での客待ち時間>

四条通での駐停車マナーについて

+6.7％

68.6％61.9％

R1 R2

四条通で活動する乗務員 四条通で活動する乗務員



18

<四条通のルールを知っている乗務員> <四条通のルールを知らなかった乗務員>

n = 1,496

設問④－３ 【追加分析】タクシー乗り場以外で客待ちすることはどれくらいありますか？
（四条通のルールを「知っている人」と「知らなかった人」との違い）

※ 設問④－２の回答が「不明」又は「無回答」の乗務員を除く

• 四条通のルールを知っている乗務員の方が「タクシー乗り場以外での客待ち」をし

ない率が１割高い。

なし

70.2%

１割未満

1.3%

１～３割未満

14.2%

３～５割未満

1.9%

５～７割未満

1.0%

７割以上

0.7%

不明・無回答

10.7%

n = 1,120

四条通で活動する方で

四条通のルールを認知
している方のみ

+6.6％

70.2％63.6％

R1 R2

なし

60.2%

１割未満

1.6%

１～３割未満

18.8%

３～５割未満

6.3%

５～７割未満

0.8%

７割以上

3.1%

不明・無回答

9.4%

n = 128

四条通で活動する方で

四条通のルールを認知
していない方のみ

+9.9％

60.2％50.3％

R1 R2

四条通で活動する乗務員
（四条通のルールを認知） 四条通で活動する乗務員

（四条通のルールを認知
していない）
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設問④－４ 定められた停車場所（沿道アクセススペースやタクシー乗り場）以外で乗客の乗降をさせることは
どれくらいありますか？
割合にして， 割程度は，定められた停車場所（沿道アクセススペース等）以外で乗降させて
いる。これらの乗降にかかる時間は 分／日程度，利用している。

<定められた場所以外での乗降>

• 「定められた場所以外での乗降」は，「なし」の回答が２割程度

• 「定められた場所以外での乗降にかかる時間」は，１日あたり「３０分未満」が約６割

<定められた場所以外で乗降する時間>

四条通での客待ち・乗降の状況（沿道アクセススペース以外での乗降）

なし

18.4%

１割未満

4.3%

１～３割未満

42.2%

３～５割未満

9.4%

５～７割未満

5.5%

７割以上

9.2%

不明・無回答

10.9%

n = 1,262

四条通で活動する方のみ

なし

18.4%

３０分未満

58.8%

１時間未満

2.5%

２時間未満

1.1%

３時間未満

0.4%

３時間以上

4.0%

不明・無回答

14.9%

四条通で活動する方のみ

n = 1,262

+1.1％

18.4％17.3％

R1 R2

-0.1％

58.8％58.9％

R1 R2

四条通で活動する乗務員
四条通で活動する乗務員
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• 停車場所以外で乗降させない乗務員の割合は，ルールを知っている乗務員の方が

２．４％高い。

• ルールを知らない乗務員の方が，日常的にマナー違反となる乗客の乗降を行って

いる割合が高くなっている。

設問④－４ 【追加分析】定められた停車場所（沿道アクセススペースやタクシー乗り場）以外で乗客の乗降を
させることはどれくらいありますか？
（四条通のルールを「知っている人」と「知らなかった人」との違い）

<四条通のルールを知っている乗務員> <四条通のルールを知らなかった乗務員>

なし

18.8%
１割未満

4.2%

１～３割未満

43.5%

３～５割未満

9.3%

５～７割未満

5.0%

７割以上

9.1%

不明・無回答

10.2%

n = 1,120

四条通で活動する方で

四条通のルールを認知
している方のみ

なし

16.4% １割未満

5.5%

１～３割未満

34.4%

３～５割未満

11.7%

５～７割未満

10.9%

７割以上

10.2%

不明・無回答

10.9%

n = 128

四条通で活動する方で

四条通のルールを認知

していない方のみ

四条通で活動する乗務員
（四条通のルールを認知）

四条通で活動する乗務員
（四条通のルールを認知
していない）



ほとんど

毎日
8.3% 週に２，３回

4.1%

週に１回程度

3.0%

ほとんどしない

82.2%

不明・無回答

2.5%

n = 2,877
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設問⑤－１ 普段，京都駅八条口で，どれくらい
営業活動（客待ち）をしていますか？

設問⑤－３ 京都駅八条口での「タクシー降り場」での
客乗せ行為は禁止されています。
ご存知でしたか？

• 令和２年度は，新型コロナウイルス感染症の影響で観光客が減り，

京都駅八条口での活動が減少したためているものと考えられる。

• 京都駅八条口で活動する乗務員のほとんどが八条口の運用方

法を認識

京都駅八条口での活動状況と運用方法の認知状況

n = 856

-8.1％

15.4％23.5％

R1 R2

知らなかった

5.9%

知っている

91.8%

不明・無回答

2.3%

n = 441

京都駅八条口で

活動する方のみ
京都駅八条口で
活動する乗務員
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設問⑤－２ 京都駅八条口のタクシー降り場で，客乗せをしていますか？ 月に 回程度
客乗せをする場合，それはなぜですか？

<京都駅八条口におけるタクシー降り場での客乗せ頻度>

• 「タクシー降り場での客待ち」をしない乗

務員は約９割。

• 京都駅八条口のタクシー降り場で客乗

せする頻度は，「月に５回以上１０回未

満」が約５割。

（京都駅八条口で活動する方のみ）

n = 89

京都駅八条口での客待ち状況

まったくして

いない
90.0%

することがある

6.8%

不明・無回答

3.2%

n = 441

京都駅八条口で

活動する方のみ

+0.9％

90.0％89.1％

R1 R2

月１０回以上

0.0%

月に５回以上

１０回未満
53.3%

月に１回以上

５回未満
16.7%

月に１回程度

（それ未満）
23.3%

不明・無回答

6.7%

n = 30

京都駅八条口で

活動する方のみ

7

3

1

1

4

0 2 4 6 8 10

利用者の都合

利用者がいない

売上のため

予約への対応

その他

（件）

n = 16

京都駅八条口で
活動する乗務員

京都駅八条口で
活動する乗務員

<客乗せをする理由>
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設問⑤－２ 【追加分析】京都駅八条口のタクシー降り場で，客乗せをしていますか？
（京都駅八条口のルールを「知っている人」と「知らなかった人」との違い）

<京都駅八条口のルールを知っている乗務員> <京都駅八条口のルールを知らなかった乗務員>

• タクシー降り場での客乗せを「まったくしていない」乗務員の割合は，ルールを認知して

いる乗務員の方が約２割も高くなっている。

まったくして

いない
92.8%

することがある

6.2%

不明・無回答

1.0%

n = 405

京都駅八条口で活動するで

ルールを認知している方のみ

まったくして

いない
73.1%

することがある

19.2%

不明・無回答

7.7%

n = 26

京都駅八条口で活動するで

ルールを認知していない方のみ

+3.4％

92.8％89.4％

R1 R2

-14.0％

73.1％87.1％

R1 R2

京都駅八条口で活動する乗務員
（ルールを認知）

京都駅八条口で活動する乗務員
（ルールを認知していない）
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設問⑤－４ 他の乗務員が「タクシー降り場」で客乗せすることについて，どう思いますか？

• 「厳しく指導すべき」と思っている乗務員が約７割であり，年々増加傾向にある。

京都駅八条口における他者のマナー違反への意識

厳しく指導

すべき
74.6%

できる限り

減らすべき
19.5%

やむを得ない

2.3%

その他

0.9%

不明・無回答

2.7%

n = 441

京都駅八条口で

活動する方のみ

+1.8％

74.6％72.8％

R1 R2

441

660

653

856

京都駅八条口
で活動する方

のみ

69.2 

72.4 

72.8 

74.6 

21.4 

19.6 

21.1 

19.5 

4.8 

6.0 

4.7 

2.3 

1.1 

1.1 

1.1 

0.9 

3.5 

0.9 

0.4 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

厳しく指導すべき できる限り減らすべき やむを得ない

その他 不明・無回答

<経年変化>

京都駅八条口で
活動する乗務員

京都駅八条口で
活動する乗務員
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設問⑥－１ 配車アプリを導入していますか？

• 配車アプリを「導入している」が約６割で

あり，令和元年度と比べて約１割増加し
ている。

n = 3,652

配車アプリ

設問⑥－２ 配車アプリを利用した利用者をどれくらい
の頻度で乗せていますか？

<配車アプリの導入有無> <配車アプリ利用者の乗車頻度>

• 配車アプリ利用者の乗車頻度は「１割～

２割程度」が約５割となっている。

導入している

61.7%

導入していない

35.3%

不明・無回答

3.0%

n = 2,877

+10.9％

61.7％50.8％

R1 R2

５割以上

4.1%

３～４割程度

15.9%

１～２割程度

47.1%

それ以下

30.1%

不明・無回答

2.8%

n = 1,775

配車アプリを導入

している方
配車アプリを導入
している乗務員
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設問⑥－３ 配車アプリを利用されることで，駐停車
マナーへの影響はありますか？

• 配車アプリ利用者の駐停車マナーへの

影響は「特に影響はない」が約８割となっ
ている。

設問⑥－４ 配車アプリの利用者が駐停車マナーに
違反する場所で乗車しようとする場合，
どうしていますか？

<配車アプリ利用者の駐停車マナーへの影響> <配車アプリ利用者の乗車頻度>

• 配車アプリ利用者の駐停車マナー違反へ

の対処法は「やむを得ず，受け入れてい
る」が約４割となっている。

影響がある

16.4%

特に影響はない

79.8%

不明・無回答

3.8%

n = 1,775

配車アプリを導入

している方

やむを得ず，

受け入れている
38.8%

車内から手招き

等で可能なス

ペースまで誘導

している

29.6%

これまでに配車

アプリの利用者

のマナー違反に

遭遇したことは

ない
27.3%

不明・無回答

4.3%

n = 1,775

配車アプリを導入

している方

やむを得ず，

受け入れている
38.8%

車内から手招き

等で可能なス

ペースまで誘導

している

29.6%

これまでに配車

アプリの利用者

のマナー違反に

遭遇したことは

ない
27.3%

不明・無回答

4.3%

n = 1,775

配車アプリを導入

している方

配車アプリを導入
している乗務員

配車アプリを導入
している乗務員
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設問⑦－１ 京都市，京都運輸支局，京都府警察，タクシー業務センターは連携して，タクシーマナー向上に
向けた街頭啓発やポスター・横断幕の掲出等の取組を行っています。ご存知ですか？

• 業界団体等が行っている啓発取組について，約８割が認知

業界団体等の取組とマナー向上意欲

知っている

77.7%

知らなかった

15.0%

不明・無回答

7.3%

n = 2,877

+0.8％

77.7％76.9％

R1 R2
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設問⑦－２ タクシー業務センターでは，駐停車違反等を行った車両に対して規定に基づく指導を行っており，
違反点数が累積すると，再講習等の指導を行うこともあります。ご存知ですか？

• タクシー業務センターによる街頭指導についても，約７割が認知

知っている

69.4%

知らなかった

23.2%

不明・無回答

7.4%

n = 2,877

-2.2％

69.4％71.6％

R1 R2
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設問⑦－３ 上記のような関係団体が，駐停車マナー向上に向けた取組を行っていることを知って，あなたも
マナー向上に努めようと思いますか？

• 約９割がマナー向上に努める意思を示している。

そう思う

74.6%

ややそう思う

14.9%

あまり思わない

2.1%

思わない

0.8%

不明・無回答

7.5%

n = 2,877

関係団体等の取組を
通じて、マナーの向上
に努めようと思う

-1.5％

89.5％91.0％

R1 R2



149

63

57

39

35

18

18

13

12

11

10

10

9

9

6

5

4

66

28

4

0 50 100 150 200

取り締まり・指導・啓発に関する意見

駐停車違反タクシーに関する意見

乗降場所の数や位置，運用に関する意見

利用者啓発・マナーの向上を求める意見

乗務員のマナー向上

取組への否定的な意見

他者の行動への批判的な意見

タクシーのあり方に関する意見

利用者の都合により駐停車する意見

高齢者・交通弱者への配慮に関する意見

路線バス・バス停のあり方に関する意見

四条通のあり方に関する意見

一般車両・その他車輛のあり方に関する意見

取組への賛同・マナー遵守意欲を示す記述

売り上のため駐停車する意見

行政等への批判

京都駅八条口のあり方に関する意見

その他（全般）

その他（京都市への意見・要望）

その他（四条通・京都駅）

（件）

複数回答

n = 516
30

設問⑧ 駐停車マナー向上に向けた取組について，あなたのご意見やお困りごとがあればお書きください。
（自由記述より）

その他ご意見
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①運行管理者は会社の方針としてマナーを守らせるべきと考えている。

②乗務員教育として，日常的な声かけや講習会を開催している事業者が多数である。

③ 一方で，運行管理者アンケートに無回答の事業者が、調査対象の全事業所の

約５割となっている。

・ 運行管理者の駐停車マナー遵守の意識が非常に高い。

・乗務員だけでなく，事業者全体のマナー意識の醸成のため，引き続き，運行

管理者アンケートを継続することが必要。

・無回答事業者への働きかけの工夫も必要。

ま と め

運行管理者アンケート調査の結果



質問１．あなたのお立場をお教えください。

運行管理者アンケート調査の結果
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• 会社内での立場は「部署を統括する

立場」が約７割

<事業者内での立場> <乗務員の駐停車マナーに対する考え方>

運行管理者の立場

質問２．あなたの会社（事業者）としての乗務員の
マナーに対する考え方をお教えください。

• 会社（事業者）としての乗務員のマナー

に対する考え方は「会社の方針として
守らせるべき」が９割以上ではあるが，

令和元年度と比べて約５％減少してい

る。

N= 24

部署を統括する

立場
66.7%

その他

29.2%

無回答

4.2%

N= 24

会社の方針とし

て守らせるべき

もの

91.7%

乗務員の意識に

委ねるべきもの
8.3%

その他

0.0%

-4.9％

91.7％96.6％

R1 R2
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• 会社（事業者）としての乗務員の駐停車マナーについての指導は「日常的な声か

け」が約５割

<乗務員の駐停車マナーについての指導方法>

質問３．乗務員の駐停車マナーについて，どのような指導を行っていますか。

n = 29

4.3％

N= 24

45.7％

32.6％

15.2％

2.2％

0.0％

21

15

7

1

0

2

0 5 10 15 20 25

日常的な声かけ

啓発の書面やチラシの配布

全員参加型の講習会の開催

任意参加型の講習会の開催

特に何もしていない

その他

(件)

複数回答
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• 昨年度のアンケート結果を見て，約９割が「これまでの取組を継続する」と回答して

いる。

質問４．昨年度のアンケート結果を見て，どう思われましたか。

N= 24

これまでの取組

を継続する
87.5%

指導方法を充実

させようと思う
12.5%
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• 乗務員のマナーの遵守による評価や指導は，約５割が「マナーの優れない乗務員

に口頭や書面で注意」を行っている。

質問５．乗務員の駐停車マナーについて，どのような指導を行っていますか。

n = 29

N= 24

52.5％

27.5％

10.0％

7.5％

2.5％

21

11

4

3

1

0 5 10 15 20 25

マナーの優れない乗務員に口頭や

書面で注意

マナーが優れない乗務員に罰則

マナーの優れた乗務員を表彰

マナーの優れた乗務員にインセン

ティブ

その他

(件)

複数回答

<乗務員の駐停車マナーについての指導方法>
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駐停車マナーを向上させるためには何が一番必要だと思いますか？
（自由記述より）

n = 22

その他ご意見

12

5

5

1

1

0 3 6 9 12 15

取り締まり・指導・啓発に関する意見

乗務員のマナー向上

乗降場所の数や位置，運用に関する意見

利用者啓発・マナーの向上を求める意見

取組への否定的な意見

(件)

N =  24


